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去
る
二
月
二
十
七
日
、
商
工
会

長
セ
ミ
ナ
ー
が
、
三
十
二
名
の
商

工
会
長
等
が
参
加
の
も
と
、
ホ
テ

ル
白
萩
に
て
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
櫻
井
充
参
議

院
議
員
よ
り
、「
知
っ
て
得
す
る

国
の
諸
制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
宮
城
県
経
済
商
工
観

光
部
観
光
戦
略
課
観
光
誘
客
推
進

担
当
松
本
課
長
並
び
に
宮
城
県
総

務
部
税
務
課
企
画
班
髙
橋
主
幹
兼

班
長
よ
り
、「
宿
泊
税
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
宿
泊
税
導
入
の

背
景
や
目
的
、
課
税
開
始

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

商
工
会
長
会
議
で
は
、

①
令
和
七
年
度
事
業
計
画

（
案
）
骨
子
に
つ
い
て
②

令
和
六
年
度
商
工
会
等
職

員
の
定
数
管
理
の
状
況
に

つ
い
て
③
令
和
七
年
四
月

一
日
付
採
用
職
員
の
採
用

活
動
状
況
に
つ
い
て
④
学

校
法
人
北
杜
学
園
仙
台
青

葉
学
院
大
学
・
短
期
大
学

と
の
地
域
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
（
案
）
の
締

結
に
つ
い
て
⑤
能
登
半
島

地
震
へ
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
、
審
議
と
意
見
交
換
を
実
施

し
た
。

商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
、
商
工
会

長
会
議
終
了
後
、
県
議
会
議
員
と

商
工
会
長
と
の
懇
談
会
が
宮
城
県

議
会
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
商

工
議
員
連
盟
の
先
生
方
二
十
八
名

と
商
工
会
長
等
三
十
二
名
出
席
の

も
と
同
会
場
に
て
開
催
さ
れ
た
。

懇
談
会
で
は
、
全
国
商
工
会
連

合
会
苧
野
恭
成
総
括
参
与
よ
り
、

「
商
工
会
を
取
巻
く
環
境
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
地

域
社
会
の
課
題
解
決
の
た
め
に
ス

タ
ー
ト
し
た
政
府
の
取
組
み
で
あ

る
地
方
創
生
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
、
商
工
会
や
会
員
事
業
所
を

取
り
巻
く
環
境
と
課
題
、
そ
れ
を

克
服
す
る
た
め
の
事
業
承
継
、
生

産
性
向
上
等
の
取
組
み
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議

商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議

宮
城
県
議
会
議
員
と

宮
城
県
議
会
議
員
と

商
工
会
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

商
工
会
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
支
援
強
化

事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
支
援
強
化

令
和
七
年
度
事
業
計
画
を
承
認

令
和
七
年
度
事
業
計
画
を
承
認

︱
令
和
六
年
度
臨
時
総
会
︱

︱
令
和
六
年
度
臨
時
総
会
︱

寄
与
す
る
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
て
参
り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
議
長
に
利
府
松
島
商

工
会　

髙
橋
渉
会
長
を
選
出
し
議

事
に
入
っ
た
。

第
二
号
議
案
の
令
和
七
年
度
事

業
計
画
で
は
、「
地
域
の
未
来
を

つ
く
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
伴
走
型
支
援
の
強
化
」
を
最
重

点
項
目
と
し
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
事
業
環
境
に
対
応
す
る
た

め
の
支
援
な
ど
、
七
つ
の
重
点
項

目
を
掲
げ
た
事
業
計
画
案
が
承
認

さ
れ
た
。

尚
、
本
総
会
で
提
出
さ
れ
た
七

議
案
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

●
令
和
七
年
度事

業
計
画
重
点
事
業

一　

地
域
の
未
来
を
つ
く
る
中

小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

伴
走
型
支
援
の
強
化

二　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
の
推
進
と
災
害
復
興
へ

の
継
続
的
支
援

三　

地
域
経
済
の
持
続
的
発
展

を
促
す
経
営
環
境
整
備
の

推
進

四　

商
工
会
支
援
機
能
の
強
化

と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

五　

人
財
育
成
の
推
進

六　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

販
路
開
拓
の
支
援
と
地
域

経
済
活
性
化
の
推
進

七　

意
見
活
動
の
積
極
的
展
開

令
和
六
年
度
本
会
臨
時
総
会
が

三
月
二
十
七
日
ホ
テ
ル
白
萩
で
開

催
さ
れ
た
。

齋
藤
会
長
は
、
開
会
に
あ
た
り

「
社
会
経
済
活
動
が
正
常
化
に
向

か
う
一
方
、
原
材
料
・
資
源
価
格

の
高
騰
、
深
刻
化
す
る
働
き
手
不

足
へ
の
対
応
な
ど
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
令

和
七
年
度
に
お
い
て
は
、
個
社
支

援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
仙
台
青
葉

学
院
大
学
・
短
期
大
学
と
相
互
に

協
力
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
連
携
事
業
等
を
実
施
す
る
な

ど
、
大
学
の
知
的
資
源
を
有
効
活

用
し
、
地
域
経
済
の
振
興
発
展
に

挨拶をする齋藤会長

平成26年度に制定された改正小規模支援法に基づき、小
規模事業者の事業の持続的発展を支援するため、経営計画
の策定やその着実な実施、販路開拓の取組等に対し、事業
者に寄り添って支援するための経営発達支援計画を市町村
と共同で策定し、国が認定・公表することになっております。
3月21日公表の第12回認定では下記 5商工会が認定され

ました。
◆認定された商工会
　名取市商工会、加美商工会、河南桃生商工会、
　石巻市牡鹿稲井商工会、本吉唐桑商工会
認定された計画は、中小企業庁HPから見ることができます。

商工会「経営発達支援計画」認定状況
5商工会が認定されました！

晴れの栄誉に輝かれたことを
お祝い申し上げます。

【旭日小綬章】

令和 7 年 春の叙勲

佐　藤　　　浩 氏
（宮城県商工会連合会前会長）

中小企業庁HP
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去
る
三
月
十
一
日
、
仙
台
青
葉

学
院
大
学
・
短
期
大
学 
中
央
第

二
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
本
会

と
同
大
学
（
学
長 

田
林
晄
一
氏
）

に
よ
る
「
地
域
連
携
・
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
締
結
の
背
景
と
し
て
、
少
子

化
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
過

度
な
一
局
集
中
な
ど
に
よ
っ
て
地

方
の
活
力
が
低
下
し
、
地
方
創
生

や
地
域
分
散
型
社
会
に
向
け
た
取

組
が
地
方
の
重
要
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
方
の
現
状
に
対

し
、
本
会
と
同
大
学
が
、
包
括
的

な
連
携
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資

源
や
機
能
等
の
強
み
を
生
か
し
て

地
域
経
済
、
教
育
、
研
究
等
の
幅

広
い
分
野
で
相
互
に
協
力
し
、
地

域
の
職
を
支
え
る
人
材
育
成
支
援

を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
回
締
結
し
た
協
定
で
は
、
地

域
の
課
題
解
決
に
関
す
る
こ
と
、

地
域
づ
く
り
、
文
化
・
観
光
振
興

な
ど
地
域
活
性
化
に
関
す
る
こ

と
、
学
生
と
地
元
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
関
す
る
こ
と
な
ど
六
つ

の
連
携
・
協
力
項
目
が
あ
り
ま
す

が
、
県
内
商
工
会
地
域
で
活
躍
さ

れ
い
る
会
員
事
業
所
や
人
材
と
、

同
大
学
の
学
生
、
教
職
員
が
結
び

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
の
地

域
貢
献
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
人
材
交
流

が
よ
り
一
層
深
ま
り
、
地
域
社
会

と
会
員
事
業
所
の
持
続
的
な
発
展

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

本
協
定
締
結
を
契
機
と
い
た
し

ま
し
て
、様
々
な
分
野
で
の
連
携
・

協
力
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

よ
り
一
層
、
県
内
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
支
援
と
地

域
活
性
化
支
援
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

協定書を締結した齋藤会長（左）と
田林学長（右）

仙
台
青
葉
学
院
大
学
・
短
期
大
学
と
の

仙
台
青
葉
学
院
大
学
・
短
期
大
学
と
の

「
地
域
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

「
地
域
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

悩んでるってことは、挑戦してるってことだ。
目の前の様々な経営課題。

人手不足や原価高騰、売上不振、変化への対応など。

中小企業の経営者は、たった一人で、解決のために日々悩んでいます。

経営を安定させ、成長に向けて事業を変革したいとき、そこに必要なのは、御社を理解し、

共に悩み、共に考え、共に汗を流す、経営の相談パートナーではないでしょうか。

宮城県よろず支援拠点は、そんな社長の挑戦を支えるパートナーです。

ご相談は何度でも無料。ワンストップで対応できるよう、複数の専門家が、御社の状況や

社長の気持ちに寄り添い、課題に応じたサポートチームでバックアップします。

まずは何でもお話しください。

目指す将来を共有し、共に歩むパートナーとして、あなたの事業の変革と成長を支えます。

経営全般から IT、人手不足、価格転嫁、
資金繰り改善、融資、補助金など、総勢
21名の専門家がサポートいたします。
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南
三
陸
町
で
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
人
口
減
少
が
顕
著
と
な

り
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
地
域
内
の
事
業
者
で
は
従
業

員
の
確
保
が
難
し
く
、
人
材
の
定

着
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

南
三
陸
商
工
会
で
は
、
人
材
確
保

等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
小

規
模
企
業
広
域
活
性
化
事
業
を
活

用
し
た
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
協
議
会
を
開
催
し
、
地

域
企
業
の
経
営
者
や
教
育
機
関
と

連
携
し
て
、
採
用
状
況
や
求
職
者

の
ニ
ー
ズ
を
共
有
し
、
課
題
解

決
に
向
け
た
対
応
策
を
議
論
し
ま

し
た
。
並
行
し
て
、
地
域
で
働
く

従
業
員
や
高
校
の
進
路
指
導
教
諭

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
、
雇
用
の
現
状
と
求
職
者
視
点

の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
従
業
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
地
元
出
身
者
は
知
人
の
紹
介

や
家
族
の
勧
め
を
通
じ
て
就
職
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
高
校
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、
企
業
説
明
会
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
企
業
訪
問

を
通
じ
て
就
職
す
る
ケ
ー
ス
多
く
、

い
ず
れ
も
企
業
の
認
知
度
向
上
が

採
用
に
直
結
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
就
職
前
後
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
減
ら
す
た
め
に
、
勤

務
条
件
の
透
明
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
浮
き
彫
り
と
な
り
ま

し
た
。

こ
う
し
た
協
議
会
で
の
意
見

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
新
卒
・
中
途
採
用
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
職
場
環

境
や
働
く
意
義
を
リ
ア
ル
に
紹
介

し
た
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
制
作
し
ま
し

た
。
制
作
し
た
動
画
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
公
共
施
設
で
の
投
影
を
通
じ
て

情
報
発
信
を
強
化
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
企
業
と
教
育
機
関
の

連
携
強
化
、
採
用
情
報
の
充
実
、

職
場
環
境
の
整
備
、
地
域
全
体
で

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
な
ど
、

持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
対

応
策
を
通
じ
て
、
地
域
経
済
の
発

展
と
安
定
的
な
雇
用
確
保
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
地
域
の
飲
食
店
や
食
品

加
工
業
者
と
連
携
し
て
、
㈱
ウ
ェ

ル
フ
ァ
ム
フ
ー
ズ
が
製
造
す
る「
森

林
ど
り
」
を
活
用
し
た
特
産
品
開

発
に
着
手
。
十
三
事
業
者
が
参
加

し
、
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
特
産
品
開
発
の
個
社
支

援
を
実
施
し
ま
し
た
。
最
終
的
に

十
事
業
者
で
試
作
品
が
完
成
し
、

開
発
さ
れ
た
特
産
品
は
「
わ
く
チ

キ
フ
ラ
ン
ク
」「
涌
谷
御
膳
」「
金

の
油
淋
鶏
定
食
」「
親
子
丼
」
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
色
と
創
意
工
夫
が
活
か
さ
れ
た

魅
力
的
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
い

ま
し
た
。

ま
た
、
商
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
地

元
の
涌
谷
高
校
美
術
部
へ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
、
の
ぼ

り
旗
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
作
成
。

更
に
「W

akuya Chicken Festival

（
わ
く
や
チ
キ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
）」
を
開
催
し
、
来
場
者
約
二
千

人
に
開
発
さ
れ
た
特
産
品
を
試
食

い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
反
響
も
大
き
く
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
涌
谷
町
の

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
が
発
信
さ
れ
、

地
域
活
性
化
へ
の
手
応
え
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
事
業
で
開
発
さ
れ
た
特
産
品

は
、
単
な
る
商
品
開
発
に
と
ど
ま

ら
ず
、
涌
谷
町
の
魅
力
を
全
国
へ

と
発
信
す
る
も
の
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

販
路
拡
大
を
視
野
に
町
や
地
域
の

関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、「
ト

リ
の
ま
ち
涌
谷
」
の
実
現
に
向
け

て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

涌
谷
町
は
長
ら
く
農
業
と
電
子

部
品
製
造
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
な

産
業
振
興
の
一
環
と
し
て
、
昨
年

五
月
に
鶏
肉
製
造
・
加
工
事
業
を

手
が
け
る
㈱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ム
フ
ー

ズ
の
新
工
場
が
町
内
で
稼
働
を
開

始
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
遠
田
商

工
会
で
は
、
涌
谷
町
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
町
の
産
業
構
造
の
転
換

を
視
野
に
入
れ
た
「
涌
谷
町
特
産

品
開
発
検
討
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、

鶏
肉
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発
・

創
出
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

「
ト
リ
の
ま
ち
涌
谷
」へ
の
挑
戦

～「
森
林
ど
り
」を
活
用
し
た
特
産
品
を
開
発
～

―
遠
田
商
工
会
―

制作された企業紹介動画

多くの来場者で賑わうイベント会場

令
和
六
年
度
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

南
三
陸
町
の
雇
用
促
進
と

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

―
南
三
陸
商
工
会
―



（5）第361号 発行　令和7年5月1日

【
事
業
概
要
】

蔵
王
町
宮
地
区
で
約
百
年
の
歴

史
を
持
つ
理
・
美
容
室
で
す
。
代

表
で
あ
る
私
と
後
継
者
の
息
子
が

理
容
業
、
妻
が
美
容
業
を
営
ん
で

お
り
、
幅
広
い
世
代
に
支
持
さ
れ

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ロ
ン
で
す
。
七

年
前
よ
り
お
客
様
宅
や
病
院
、
老

人
施
設
に
出
向
く
「
訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
三
月
に
店
舗
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
く
つ
ろ
ぎ
の

空
間
を
提
供
す
る
個
室
を
設
け
ま

し
た
。

【
力
を
入
れ
て
取
組
ん
で
い
る
こ
と
】

特
に
後
継
者
で
あ
る
息
子
が
担

当
す
る「
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
」

に
注
力
し
て
お
り
、
ま
ず
は
サ
ー

ビ
ス
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た

め
、
蔵
王
町
商
工
会
の
支
援
を
受

け
て
申
請
し
た
「
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
」
を
活
用
し
、
宣

伝
看
板
を
作
製
し
て
訪
問
車
両
に

貼
付
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
行

く
先
々
で
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、

問
い
合
わ
せ
を
頂
く
機
会
が
増
え

た
り
す
る
な
ど
、
宣
伝
効
果
が
実

感
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
会
連
合
会
が
実
施

す
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
販
路

開
拓
支
援
事
業
」
に
参
加
し
、
専

門
家
の
支
援
を
受
け
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
成
し
ま

し
た
。
定
休

日
な
ど
の
最

新
情
報
の
提

供
、
駐
車
場
の

案
内
、
店
舗
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
時
に

は
シ
ョ
ッ
プ

カ
ー
ド
の
設

置
な
ど
を
行

い
、
来
店
頻
度

の
向
上
や
お
客

様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

強
化
に
つ
な
が

り
、
運
用
効
果

は
期
待
以
上
で
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
理
美
容
組
合

企
画
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
生
出
演

し
、
訪
問
理
美
容
の
重
要
性
や
気

軽
に
利
用
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

「
毛
髪
診
断
士
」
の
資
格
を
取

得
し
、
店
舗
内
の
個
室
で
お
客
様

の
毛
髪
に
関
す
る
悩
み
相
談
を
行

う
ほ
か
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
育

毛
ヘ
ッ
ド
ス
パ
等
、
お
客
様
に
寄

り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
店
舗
で
も
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
様
々
な
方
法
で
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、
地
域
密
着
型
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ロ
ン
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

リニューアルされた店舗

訪問車両の宣伝看板

元気な事業所紹介

地域に必要とされるファミリーサロンであるために！
蔵王町に根ざし、広がる地域密着

ヘアーサロン新貝　代表　新貝　誠治　氏
住　　所：刈田郡蔵王町宮字町49
電話番号：0224－32－3546　　Ｈ　Ｐ：https://page.line.me/shinkai

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

その他の共済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

(地震・水害等の被災時の事業継続を支援)

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ

火災共済+
（あなたの財産を守る）

自動車共済
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公私にわたり様々な影響を受けた先輩S氏が現役
を引退しました。同じ民間企業からの中途採用とい
う経緯もあってか、不慣れな小職を気にかけていた
だきました。ベンチマーク的な存在であり時には好
敵手でもありました。会社を出たら仕事の話を一切
しないスタイルも大好きでした。先日、幸運にもそ
の彼の最後の挨拶に立ち会うことができました。当
時在籍していた支援機関の支援手法が民間企業の目
利き力を活かしドラスティックに変化してきたこと
や、それを実践し根付かせた張本人こそがいまなお
心の師と仰ぐS氏であったこと、とりわけ馬に水を飲
ませようと手綱を短く強く持って水辺に連れていく
件を話された時には鳥肌が立ちました。ギラギラし
た時代を共に駆け抜けました。締めとしてこれから
の支援機関のあり方にも言及、澱みのない言葉の中
に彼が企業支援に対峙してきた本質を垣間見た気が
したのです。

▶ 人前で上がるとは
以前、担当していた事業内容を説明したときに、

ある上司から「言いたいことと、思い付きは全く違う」
と諭されたことがあります。確かにその時は、毎年
行っていることでもあり、ぶっつけ本番でもいいだ
ろう、内容もそんなに変わってなかったし・・。話
し手は同じでも聞き手が違えば質疑の視点も異なり
ます。その結果、しどろもどろになってしまったの
です。これ以外にも上がった経験は数えきれません。
「上がる」とは気持ちが高ぶり興奮して正常の判断、
感覚を失うことと辞書にあります。また、話の内容
に取るべき物がない時も上がる原因になってしまう
ことも体験済みです。事業計画、挨拶、スピーチ、
面接、報告会、営業などで最も大切なことは、その
内容に相手が興味を持ってくれるものがあるか、喜
んでもらえるものや目新しい内容があるかどうかで
決まります。いつ、どんな時でも自信を持って臨め
るような内容の充実が事前に十分に行われているこ
とが肝要です。しかし、直前に吟味すればいい時も
あれば、半年、一年、いやそれ以上の月日をかけて
認められる内容になることも多いのです。その意味
からも彼の話は秀逸でした。感動した瞬間でした。

宮城県商工会連合会嘱託専門指導員
中小企業診断士　工　藤　弘　之
専門分野は事業連携・生産革新。中核的支援
機関で中小企業者等の経営革新や創業支援に
従事。令和 4年 4月から現職。

事業価値を高める
～変化  先取り  ひと工夫  新たな事業活動にチャレンジ～

—ワンポイント経営アドバイス—

自由闊達

販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

小規模事業者持続化補助金をおススメします！
◆持続化補助金とは？

小規模事業者が自社の経営を見直し、自らが持続的な経営に向けた経営計画を作成した上で行

う販路開拓や生産性向上の取組を支援する制度です。

○対象経費：チラシ作成、広告掲載、店舗改装、新商品開発、展示会出展など

（※１）インボイス特例要件を満たす場合は５０万円、賃金引上げ特例要件を満たす
場合は１５０万円上乗せ

（※２）インボイス特例要件を満たす場合は５０万円上乗せ
■申請類型・要件等の詳細については、補助金ホームページ又はお近くの商工会

へお問い合わせください。

〇公募締切 ： 【第１７回一般型・第１回創業型】 令和 7 年６月１３日（金）17：00 まで

■申請には、「ＧビズＩＤプライム」のアカウント取得及び商工会が発行する「事業支援計画書」が必要となります。

（「事業支援計画書」発行受付締切6月3日(火)まで）

申請類型 補助上限額 補助率 補助金 HP

一般型

(通常枠)

５０万円

（※１）

２/３

賃金引上げ特例のうち

赤字事業者は３/４

創業型
２００万円

（※２）
２/３

＊補助金申請・経営計画策定に

関するご相談は最寄りの商工会へ

がんばろう！

宮城の小規模事業者！
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商工会職員の人事異動のお知らせ
４月１日付で次の職員が異動になりました。新勤務地においても会員皆様のご指導ご支援をお願いいたします。
商工会名 役職名 氏名 前勤務地等
名 取 市 主 事 事 務 職 員 佐　藤　　　萌 多賀城・七ヶ浜
角 田 市 主任主査 事 務 職 員 辺　見　瑞　希 丸 森 町
丸 森 町 副 参 事 経営指導員 石　井　真　一 大 河 原 町

主任主査 事 務 職 員 小　形　真　美 角 田 市
蔵 王 町 主 事 事 務 職 員 二　宮　大　兜 新 規 採 用
大 河 原 町 副 参 事 経営指導員 大　友　弘　貴 利 府 松 島

主 事 事 務 職 員 菅　原　陸　人 新 規 採 用
みやぎ仙台 主 事 事 務 職 員 髙　橋　順　子 く ろ か わ

主 事 事 務 職 員 木　村　将　也 新 規 採 用
多賀城・七ヶ浜 主 事 事 務 職 員 渡　邊　みのり 河 南 桃 生

主 事 事 務 職 員 邉　見　珠　月 新 規 採 用
利 府 松 島 主 査 経営指導員 黒　澤　将　太 連 合 会

主 査 経営指導員 鹿　野　雄　聖 連 合 会
く ろ か わ 主 幹 経営指導員 跡　部　香　名 加 美

主 査 経営指導員 遠　藤　虹　翔 みやぎ仙台
主 事 事 務 職 員 五十嵐　絵　理 大 崎
主 事 事 務 職 員 後　藤　　　拡 新 規 採 用

加 美 主 査 経営指導員 金　子　祐　也 大 河 原 町
主 事 事 務 職 員 平　塚　未　侑 新 規 採 用

玉 造 参 事 事 務 局 長 児　玉　真　一 遠 田
主 査 経営指導員 高　橋　隆　浩 大 崎

大 崎 主任主査 経営指導員 工　藤　勇　二 玉 造
主任主査 事 務 職 員 山　城　美　枝 本 吉 唐 桑
主 事 事 務 職 員 葛　西　良　平 新 規 採 用

商工会名 役職名 氏名 前勤務地等
遠 田 主 幹 経営指導員 餅　　　祐　輝 連 合 会

主 査 経営指導員 阿　部　太　一 亘 理 山 元
主 査 事 務 職 員 橋　本　祥　子 玉 造
主 事 事 務 職 員 佐　藤　　　葵 新 規 採 用

栗 原 南 部 副 参 事 経営指導員 千　葉　　　惣 一 迫 花 山
主任主査 事 務 職 員 伊　藤　里　恵 加 美
主 事 事 務 職 員 大　石　透　真 新 規 採 用

若 柳 金 成 主任主査 経営指導員 本　間　由　美 みやぎ北上
主 事 事 務 職 員 仲　野　真　由 新 規 採 用

栗 駒 鶯 沢 主 事 事 務 職 員 伊　藤　　　光 新 規 採 用
一 迫 花 山 副 参 事 経営指導員 伊　藤　敏　宏 栗 原 南 部
みやぎ北上 主 査 経営指導員 佐久間　松　枝 若 柳 金 成
登米みなみ 主 幹 経営指導員 村　田　崇　殖 河 南 桃 生
東 松 島 市 主 査 経営指導員 菊　地　優　仁 名 取 市

主 事 事 務 職 員 白　石　一七子 新 規 採 用
河 南 桃 生 主任主査 経営指導員 鈴　木　俊　博 栗 原 南 部

主 査 経営指導員 菅　原　徹　也 大 崎
主 事 事 務 職 員 木　村　柚　葉 新 規 採 用

石巻市牡鹿稲井 主 幹 経営指導員 齋　藤　勝　和 登米みなみ
本 吉 唐 桑 主 事 事 務 職 員 小　山　菜々子 新 規 採 用
連 合 会 主 事 経営指導員研修生 猪　野　拓　歩 新 規 採 用

主 事 事 務 職 員 小　松　優　香 新 規 採 用
主 事 事 務 職 員 岩　渕　あんな 新 規 採 用

（中小企業大学校仙台校派遣） 主任主査 経営指導員 小　林　潤　也 遠 田

宮城県経済の活力をつくる中小企業・小規模事業者への
経営支援と地域振興に意欲のある方のご応募お待ちしています！

令和7・8年度 商工会等職員採用資格試験

①経営指導員 高校卒業以上34歳未満*/若干名
②経営指導員研修生大学卒業以上28歳未満*/1名
③事務職員 高校卒業以上39歳未満*/10名程度

試 験 日 時

令和8年4月1日付
新規採用

令和7年9月1日以降付
中途採用

*長期勤続によるキャリア形成のため
*年齢は令和7年4月1日付で令和8年3月卒業見込含む

第1次試験（教養試験・論文試験・適性検査）
令和7年6月7日(土)指定時間にＷＥＢ受験
及び論文メール提出

※第2次・第3次試験(面接試験)の詳細は
合格者に別途お知らせします。

募 集 締 切 令和7年6月2日(月)本会受付分

応募 方 法
応募締切日までに受験申込書､履歴書(写真貼付)､
職務経歴書それぞれ1通を郵送・持参、又は
メールにて本会にお申込みください。

詳しくは本会ホームページをご覧ください。( https://www.miyagi-fsci.or.jp/ )

勤 務 地 宮城県内33商工会
又は宮城県商工会連合会

勤務時間

待 遇

8時30分～17時15分（休憩45分）

本会給与規程により支給
各種手当、賞与年2回、昇給年
1回、社会保険他各種福利厚生、
教育研修制度

完全週休2日制(土・日)､祝日､
年次有給休暇､夏季休暇､年末
年始休暇ほか

宮城県商工会連合会 総務人事部人事研修課
〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-14-2

TEL 022-225-8751宮城県商工振興センター2F

休 日

（詳細については応募者に別途お知らせします。）

受 験 資 格
採 用 職 種
採用予定人数

・

※詳細な受験資格は本会HPをご確認ください。



第361号（8）発行　令和7年5月1日

〒980-0014　仙台市青葉区本町 1-1-1　大樹生命仙台本町ビル 6階
TEL　022-726-1826　　　FAX　022-216-7700

宮城事務所

経
営
者
と
し
て
の
意
識
向
上

と
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
商
工
会
壮
青
年
部
と
の
交

流
を
通
じ
、
更
な
る
組
織
強
化

と
活
動
の
活
発
化
を
目
指
し
て
、

壮
青
年
部
協
力
に
よ
る
商
工
会

青
年
部
員
交
流
懇
談
会
を
、
三

月
三
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
を
会
場
に
、
県
下
青
年
部
員

五
十
六
名
と
壮
青
年
部
員
十
名

参
加
の
も
と
開
催
し
た
。

始
め
に
、
兵
庫
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
長
を
歴
任
さ
れ
、

補
助
金
や
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
白
書
等
々
数
多
く
の
案
件

に
関
与
さ
れ
て
き
た
株
式
会
社

ア
テ
ー
ナ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代

表
取
締
役
の
立
石
裕
明
氏
を
講

師
に
研
修
会
を
行
い
、
自
社
の

財
務
内
容
の
把
握
と
資
金
繰
り

の
重
要
性
に
加
え
、
国
の
施
策

が
出
来
る
ま
で
と
そ
の
施
策
の

上
手
な
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
活
動
事
例

報
告
で
は
、
壮
青
年
部
の
大
久

保
博
信
会
長
（
み
や
ぎ
仙
台
商

工
会
）
の
挨
拶
に
続
き
、
組
織

の
事
業
活
動
や
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
事
業
、
壮
青
年
部
会

員
加
入
案
内
等
に
つ
い
て
、
壮

青
年
部
副
会
長
か
ら
説
明
と
報

告
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
県
青
連
の
三
つ
の
各

委
員
会
か
ら
、
事
業
報
告
が
行

わ
れ
、
青
年
部
と
壮
青
年
部
の

組
織
や
事
業
に
つ
い
て
情
報
共

有
を
図
る
な
ど
、
大
変
有
意
義

な
懇
談
会
と
な
っ
た
。

去
る
三
月
十
七
日
、
宮
城
県

商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
代

表
三
十
一
名
と
県
下
商
工
会
青

年
部
代
表
十
九
名
の
参
加
の
も

と
宮
城
県
青
年
経
済
人
交
流
会

が
、「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
仙
台
」
で
、
今
回
は
会
議
所

青
年
部
連
合
会
が
幹
事
と
な
り

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
交
流
懇
談
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
し
て
い
る
両

青
年
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
交
流

を
図
り
な
が
ら
青
年
部
の
更
な

る
発
展
と
地
域
社
会
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
企
業
経
営
に
役
立
て
て
い
た

だ
こ
う
と
、
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
。

交
流
会
の
第
一
部
で
は
、
参

加
者
八
～
九
名
が
一
グ
ル
ー
プ

に
な
り
サ
イ
コ
ロ
の
出
た
目
の

数
で
設
定
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ

に
基
づ
き
一
人
二
～
三
分
程
度

で
自
身
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
思
い

等
に
つ
い
て
話
し
、
交
流
を
深

め
た
。

第
二
部
で
は
、
会
議
所
青
年

部
連
合
会 

佐
藤
則
正
副
会
長

兼
幹
事
長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
し
て
い
る

組
織
・
団
体
で
の
事
業
活
動
や

自
社
の
営
業
活
動
で
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

本
交
流
会
を
通
し
、
両
組
織

の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、
今

後
の
事
業
推
進
と
企
業
経
営
に

役
立
て
ら
れ
る
情
報
を
共
有
で

き
、
最
後
に
、
県
青
連
の
千
葉

光
相
談
役
の
中
締
め
で
会
が
閉

じ
ら
れ
、
大
変
実
り
あ
る
交
流

会
と
な
っ
た
。

サイコロトークの様子

持続化補助金などを説明する立石氏

国
の
施
策
が
出
来
る
ま
で
と

補
助
金
の
活
用
法
を
学
ぶ

︱
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
員
交
流
懇
談
会
︱

宮
城
の
若
き
経
済
人
が
集
う

︱
宮
城
県
青
年
経
済
人
交
流
会
︱

　青 年 部 コ ー ナ ー


